
  

 

 

令和８年度 社会福祉法人白老町社会福祉協議会事業計画 

 

基本方針 

令和８（２０２６）年、日本の社会福祉を取り巻く環境は大きな転換点を

迎えています。物価上昇や雇用環境の変化により、生活に不安を抱える世帯

は増加し、相談は複雑化しています。 

地域では、高齢化の進行や単身世帯の増加に伴い、見守りや生活支援の需

要がさらに高まっており、地域共生社会の実現はますます重要になっていま

す。さらに、災害の激甚化を踏まえた地域支援体制の整備も喫緊の課題です。 

介護保険制度においては、人材不足と賃金格差を背景とした臨時の介護

報酬改定が行われ、介護職員の処遇改善が最重要課題となっています。加

えて、介護情報基盤の運用開始により、認定手続きやケアプラン作成がオ

ンライン化されるなど、地域の介護サービス提供体制は大きな変革期にあ

ります。 

こうした情勢を踏まえ、白老町では既存の相談支援や地域づくりの取り

組みを活かしつつ、多機関が連携するプラットフォームの構築を行い、誰

もが住み慣れた地域で、孤立せず、安心して暮らし続けられるまちづくり

の推進を重要施策として捉えております。 

当会としても、令和７年度に改定した地域福祉実践計画に基づき、町の

施策との連携を図りながら、地域福祉事業の実践的立場としての自覚をも

って住民一人ひとりが安心して暮らせる地域福祉の推進に努めます。 

以上を踏まえ、以下の６項目を重点項目として、令和８年度事業を推進

します。 
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１．地域福祉活動の推進 

高齢者や障害者の孤立防止を目的としたサロン活動を推進します。介護

予防や認知症理解の促進、子どもの居場所づくりについても、地域関係団

体と連携し取り組みを強化します。 

  【具体的取組】 

   ・町内法人・団体との連携によるサロン活動、居場所づくりの支援 

   ・白老町認知症カフェ運営事業（新規） 

２．ボランティア活動の推進 

町民のボランティア意識向上のために各種講座を継続実施するととも

に、人材確保にも努めます。また、大規模災害時に当会が主体となる災害

ボランティアセンター運営に向け、体制整備を進めます。 

  【具体的取組】 

   ・ボランティア情報の発信、養成講座の開催 

・災害ボランティアセンター運営準備 

・災害時ボランティア活動車両導入（新規） 

３．重層的支援体制の連携強化 

日常生活自立支援事業は受託開始から５年目となり、利用者の課題が複

雑化・高度化している実態を踏まえ、町・関係法人・団体等との連携をよ

り一層強化し、課題解決を図ります。 

  【具体的取組】 

   ・日常生活自立支援事業（道社協委託事業） 

   ・法人後見業務（新規） 

４．介護保険事業の推進 

人材確保の困難や物価高騰の影響により、介護保険事業の経営環境は厳

しさを増しています。持続可能なサービス提供のため、経営改善に努める

とともに、当会としての介護サービスのあり方について明確な見通しを

立てます。 
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   【具体的取組】 

    ・中期的収支見通しの作成と所管３事業の経営安定化 

  ５ 地域課題のさらなる解決を図るための連携と強化 

町民の福祉課題は複雑化・重層化しているため、行政との情報共有を

図りながら、当会が地域福祉事業の実践的主体としての役割を自覚し、行

政施策を補完する取り組みを進めます。 

   【具体的取組】 

    ・民生委員児童委員協議会事務局事業（新規） 

    ・身体障害者福祉協会白老支部事務局事業（新規） 

    ・腎臓機能障がい者通院支援事業（完全委託） 

    ・白老町緊急通報システムサービス事業（新規） 

    ・白老町配食サービス事業（完全委託） 

    ・生活支援体制整備事業（完全委託） 

  ６ 魅力ある職場づくり 

複雑化する地域課題へ的確に対応するための環境づくりをさらに進め、

職員がいつまでも安心して働き続けられる職場環境を目指し、各種見直

しを進めます。 

   【具体的取組】 

    ・各種研修機会の創出  

・職員提案や情報共有の仕組みを簡素化 
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